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添付マニュアルのご紹な 


本製品には、次のマニュアルび添付されています。 

本製品の各マニュアルをよくお読みになり、本製品を正しくお使いください。 


•はじめにお読みくだをい（付属：紙マニュアル） 

安全にお使いいただくためのご注意や、添付品の内容、各部の名称と機能、サポートに関する情報 
などを説明しています。 

本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、正しくお使いください。 

♦クイック設定ガイド（付属：紙マニュアル） 

本製品の専用ソフトウエアのインス I -ールについて説明しています。本製品の導入時にお読みくだ 
さい。 

♦詳細設定ガイド(ユーティリティーディスク収録: PDF マニュアル•本書) 

セキュ U ティー設定など、本製品の詳細な機能説明や設定方法などを説明しています。 


•トラブル賦夫 Q&A 

(ユーティリティーディスク収録： PDF マニュアル） 

本製品のトラブルシューティングを説明しています。必要に応じてご覧ください。 


セット商品の場合は「はじめにお読みください」「クイック設定ガイド」は付属してお 
りません。「お使いの手引き」に同様の内容び記載されておりますので、「お使いの手 
引さ」をご覧ください。 
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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLCB 11 V 3 J をお買い上げいただきまして誠にありがとうございまず。本書は本製品 
を正しくご利用いただくための手引きです。必要なときにいつでも参照していただけるように、大切に保 
管してください。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウエアのパ'-ジョンアップ情報など）は、轉社のホームぺージで 
お知!5せいたします。 


http://www.corega.co.jp/ 


本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味がありまず。 
•記号について 


因 

操作中に気を付けていただきたい内容です。必ずお読みください。 

画 

補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


参表記について 


本製品 CG - WLCB 1] V 3 を指します。 


参イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることがあります。 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトゥェァ名の正式名称は下のとおりでず。 

• Windows ③の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® Operating System です。 

• Windows ® XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system および Microsoft ® 
Windows © XP Professional operating system の略です。 

• Windows ® 2000は、 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system の略です。 

• Windows ③ Me は、 Microsoft ® Windows ィ Millennium Edition operating system の略です。 

• Windows ® 98 SE は、 Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system の略です。 
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partI 


本製品の使い方について 


接続方法をミ夫めよ 


本製品は、 IEEE 802.1 ] b 規格に対応したワイヤレス（無線 LAN ) 通信アダプターです。 IEEE 8 日 2.1 ]b 
規格に対応した無線ルーター、無線アクセスポイントと組み合わせることで、無線ネットワークを構築す 
ることびでさます。また、同じ規格の無線アダプター間の通信をすることわでさます。じ(下の例を参考に 
して本製品とパソコンの接続方法を決めてください。 


本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますび、個別製品の接続可否については、お 
を辛/使いの機器の製造 - IS 売元にお問い合わせください。また、コレガのホームページでは、本製品との接続び確 
認された動作検証表を随時公開していきますので、あわせてご覽ください。 


■アクセスポイントを使ってインターネットに接続ずる 〜 Infrastructure 


「インターネット接続を複数台のパソコンで共有したい」「ケーブルなしでインターネットに接続したい」と 
いった場合には、次の図のようにアクセスポイントを使ってインターネット接続をします。このとさには 
[InfrastructureJ ドにします。また、既にケーブルを使ってネットワークび構築されている環境に、無 
線 LAN を追加するとさなどもこのモードにします。工場出荷時の設定ではこのモードになっております。 



lp : l アクセスポイントは、別途ご購入いただく必要があります。 

V_ y 


己 












■パソコン同±でファイルのやりとりをずるだけな！5〜 Ad-Hoc 


「離れた場所にあるパソコン同±でファイル交換びできればいい」という場合には、アクセスポイントは不 
要です。次のように無線 LAN アダプターを搭載したパソコン同±で直接通信をします。このとさには [ Ad - 
HocJ ドにします。設定方法については、 PARTS ® 「無線 LAN の設定をしよう」 「 Ad - Hocf - ド 
で使うとさは」 （ P .13) をご覧ください。 



(■無線 LAN のセ丰ユリティー巧策について 


無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、不正侵 
入されたりする恐れびあります。このようなことびないように、次のようなセキユ U ティー機能を用意し 
ています。設定を行いたい場合は、 PART 2 「無線 LAN の設定をしよう」「セキユ U ティー設定をしよう」 
( P .1 己）をご覧ください。 

-通信グループ化をする 

ESSID を設定する 

. 通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 

WPA (高度な暗号キ ー) を設定する （Windows XP SP 1降のみ） 



本製品の工場出荷時の設定は、 
ち表のとおりです。 


項目 

出荷時設定 

ESSID 

corega 

チヤンネル 

Auto 

暗号化 

無効 
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本製品を使わないときは 


■本製品をパソコンか5取り外ず 


本製品をパソコンから取り外す場合は、下の手順で取り外してください。正しい手順で取り外さないと 
パソコンび正常に動作しなくなることびあります。 


H •本製品を取り外す前に、ご使用のパソコンびネットワークに接続していないこと、また、他のパソコンか5 
アクセスされていないことを確認してください。 

- liTF の！〜3の操作を行うと、実際に本製品を取り外さなくてもデバイスの使用を停止したとみなされ、本 
_製品は使用できなくなります。再度使用するときは、一度本製品を取り外してか5再び挿入してください。 


1画面左下のタスクトレイ（通知領域）上のりまたは、みをク U ックし、 rCG - WLCBl 1 V 3 を安全 
に取り外します 」をク U ックします。（ご使用の日 S により、下線部の表示は、中止や停止するとい 
ラ意味の内容になります。） 

2安全に取り外せる旨のメッセージび表示されたら、 「 OK 」 をク U ックします。 

3パソコンのイジェクトボタンを押し、本製品を PC カードス□ットから取り外します。 

上で取り外しの手順は終了です。 

再度使用する場合は、そのまま PC カードス□ットに取り付けると使用でさます。 


■ソフトウエアを削除ずるには 


本製品用のソフトウェアをパソコンから削除する方法を説明します。 

1本製品をパソコンに挿入します。 

2ネットワークアダプタ内の本製品のネットワークアダプターを削除します。 

①「マイコンピュータ」をちク U ックして、「プ□パティ」をク U ックします。 

③「デバイスマネージャ」タブをク U ックして、「ネットワークアダプタ」にある本製品のネットワー 
ク アダプタ をちク IJ ック し、削除を選択します。 

3「本製品をパソ]ンから取り外す」体ぺージ)の手順でパソ]ンから本製品を取り外します。 

4「スタート」ボタンー「プ□グラム」一 「 CG - WLC 巳] 1 V 3 J -「無線 LAN ソフトウェアの削除」の順 
にク U ックします。 

「ファイルの削除の確認」び表示されます。 

己 「 OK 」 をク U ックします。 

ソフトウェアの削除び行われ、しばらくすると 「InstallSheld Wizard の完了」び表示されます。 

6「完了」をク U ックします。 

これでソフトウェアの削除は終了です。 
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part2 


無線 LAN の設定をしよう 



ットワークの設定をする 


無線 LAN でデータをやりとりしたり、インターネットに接続したりするには、ネットワークの設定び必要 
です。 


■インターネットに接続ずるとき ) 

本製品を接続したパソコンでインターネットに接続するには TCP / IP の設定び必要です。次の手順で設定 
を確認してください。 

参 Windows XP の場台 



設定を変更するには「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザー名で□グオンしてください。 



1「スタート」一「コント□ールパネル」をク IJ ックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワークとインターネット接続」をク U ックします。 

「ネットワークとインターネット接続」び表示されていない場合は、画面左側の「カテゴ U の表示 
に切り替える」をク U ックしてください。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをク U ックします。 

4 「ワイヤレスネットワーク接続」をちク U ックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

己「全般」タブで「インターネットプ□トコル( TCP / IP )」にチェックび入っているか確認します。 
6 「インターネットプ□トコル( TCP / IP )」を選択し、「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 



〇「インターネットプ□トコル(TCP/IP)」を選択 


@ 「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 
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7 「全般」タブを選択し、次のよラに設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 
「次の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してくだ 
さい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

8 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 

9 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面で、「日 K 」 ボタンをク U ックします。 

10再起動を促すメッセージび表示されたら再起動します。 

※メッセージび表示されなかった場合わ、手動で再起動してください。 


インターネットに接続するにはルーターなどの設定わ必要です。各機器の取扱説明書を参照して、設 
定を行ってください。 


参 Windows 2000 の場合 



設定を変更するには 「 Administrator 」 または Administrators グループのユーザー名で□グオンしてくだ 
さい。 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をク U ックします。 
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2 「□一カルエ U ア接続」アイコンをちク U ックし、メニューの「プ□パティ」をク U ックします。 
《「□一カルエ U ア接続」の名称はご使用のパソコンの環境によって異なる場合びあります。 

3 「インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) び有効になっていることを確認します。 


4 「インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) を選択し、「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 



〇「インターネットプ□トコル(TCP/IP」を選 
択します。 


@ 「プ□パテイ」をク U ックします。 


己次のように IP アドレスの設定をします。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 
「次の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してく 
ださい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 
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6 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 


7 「□一カルエ U ア接続のプ□パティ」画面の「日 K 」 ボタンをク U ックします。 

8再起動を促すメッセージび表示された場合は再起動します。 

インターネットに接続するにはルーターなどの設定わ必要です。各機器の取扱説明書を参照して、設 
定を行ってください。 


参 Windows Me/98SE の場台 


ここでは例として Windows Me を使用しています 。 Windows 98 SE をご使用の場合も手順は同様 
です。 


1「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」をク U ックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルク U ックします。 

3 「ネットワークの設定」タブ内で「現在のネットワークコンポーネント」の欄に 「 TCP / IP -> CG - 
WLC 巳]] V 3」 び表示されていることを確認します。 

4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP / IP -> CG - WLC 巳]1 V 3 J を選択し、 
「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 


ネットワ-ク 


ネットワ-クの試を I 諭をけ綱 I アクセスの利柳 I 

現をのネットワークコンポーネント(が：_ 

国 Microsoft ネットワーククライアント 
巧 CG-WUDmiV3 

l^corega F Ether PC 卜 TKC Ethernet Adapter 
f IEEE 如 2.1X Protocol 


iT~ TCP/IP -> GG-WLG 目 11V3 


19 lur/lK corega TEther KUl-l 乂じ ttherneTTraapter 

[ 胤] []( か.' \ 削除の 11 プ□バティ (E) I 

優先的に□ヴオンする木ットつーク ( U : 

I'm icrosoft ィ、ッ トワ ーク な フイ バント ▼ I 

ファイルとプリンタの巧ちの ...I 

「説明- 

TCP/IP は、インターネットや WAN への描商じほ巧するプロト]ルです。 


0K _ I _^サンセル 


— 〇 「TCP/IP->CG-WLC 目] ]V3」 を選択し 
ます。 

※ネットワークアダプタび本製品だけの場合 
は「TCP/IP」と表示されます。 

& 「プ□パテイ」をク U ックします。 



























己 「 IP アドレス」タブで、次のように設定をします。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 
「次の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してく 
ださい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 

6 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 

7 「ネットワーク」画面の「日 K 」 ボタンをク U ックします。 
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「 Ad - Hoc モード J で使うときは 


画面ち下の矮'苗感をク U ックし、本製品のユーティ U ティーを起動します。 
1「設定」タブをク IJ ックします。 



—「設定」タブをクリックします。 

— 〇接続モードは「802.11 Ad - Hoc ( Computer - to - 
Computer )」 を選がします。 

— @つなぐ相手先と同じ ESSID を入力します。（例: 
coregaj 

—© つなぐ相手先と同じチャンネルを選択します。 


〇 [適用]ボタンをクリックします。 


2 「状態」タブび自動的に表示されるので、本製品とつなびっていることを確認します。 

3 [0 K ] ボタンをク U ックします。 

これで 「 Ad - Hoc モード」の設定は完了しました。セキュ U テイーの設定を行う場合は「セキュ U テイー 
設定をしよう」 （ P .15) をご覧ください。 


广 

本製品は802 .1 1 Ad - Hoc で動作します。 
V 
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無線 LAN のセキュリティーについて 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受された 
り、不正侵入される恐れびあります。本製品では、これらの対策として次のようなセキュ U ティー機能を 
搭載しています。 


■本製品で設定できるセ丰ュリティー機能 


• ESSID(Extended Service Set IDentifier) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることわあります。同じ ESSID を持 
つ無線 LAN 機器同±でしか通信でさないため、独自の ESSID を設定することにより、外部から不正 
侵入される危険び減少します。設定方法については、この PART のに SSID を設定する」 ( P .]5) を 
ご覧ください。 


• WEP(Wired Equivalent Privacy) 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキユ U ティー機能です。仮に通信データを傍受された 
場合でわ、通信内容の復元を容易に行うことびでさなくなります。64巳け、 ] 28巳けの2種類から任 
意で暗号キーを作成します。設定方法については、この PART の 「 WEP を設定する」 ( P .16) をご覧 
ください。 


• WPA(Wi-Fi Protected Access) : Windows XP SPl LU 降のみ 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュ ij ティー機能の一つです。暗号キーは一定時 
間ごとに変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。家庭でご利用できる 
「 WPA-PSK ( Personal )」 と企業内でご利用できる 「 WPA-EAP ( Enterprise )」 の2種類の 
設定びできます。設定方法については、この PART の 「 WPA を設定する」 ( P .17) をご覧ください。 


セキュリティー設定は、通信相手機器に合わせて同じ内容の設定を行ってください。 

V _ J 
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セキコ 


一設定をしよラ 


〔■ ESSID を設定ずる : 

画面右下のタスクトレイ(通知領域)にある ( 據磕感感@をダブルク U ツクし、本製品のユーティ U 
テイーを起動します。 


B アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID び 
空欄で表示されます。 

V _ J 


1「設定」タブをク U ックします。 

2 「プ□パティ」画面び表示されますので、新しく設定する ESSID の値を入力し、 rOKJ ボタンを 
ク U ックします。 



〇新しく設定する ESSID を入 
力します。(例: corega-new) 


@「適用」ボタンをク U ックし 


3 「状態」画面び表示されるので、つなびっていることを確認します。 

4 [0 K ] ボタンをク U ックします。 

f \ 

障到 WEP の設定をする場合は、次ページをご覧ください。 
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「接続ド」、 [ ESSIDJ を選択します。 

(例 : 「Infrastructure (Access Point )」「 core 呂 a - new 」） 

暗号化有効にチェックを入れます。 

「64刖」 r 1 28 BitJ の中から選択します。(例: 64 Bit ) 

使いたい暗号キーを Keyl 〜4の中から選択します。(例:「キー1」に「日] 234己6789」と 
入力） 

16進数の任意の暗号キーを直接入力します。 

- 64巳け:]6進数（□〜9、 a 〜り半角 ] 日が 
. ]28巳け:]6進数（□〜9、 a 〜り半角26巧 


3 [適用]をク U ックします。 

4 「状態」画面び表示されるので、つなびっていることを確認します。 
己 [0 K ] ボタンをク U ックします。 
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(■WEP を設定ずる ) 

画面ち下のタスクトレイ循知領域)にある ( 據^感をク U ックし、本製品のユーティ U ティーを起 
動します。 

广 "N 

B アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP) び有効になっている場合は ESSID が 

空欄で表示されます。 

V_ J 

1「設定」タブをク U ックします。 

2 WEP の設定をします。 


つないでいる相手に合わせて入力等をしていさます。 

例:つないでいる相手び(下の設定の場合 

接続 f ー ド 

Infrastructure f — ド 

ESSID 

corega-new 

暗号化レベル 
WEP キー 

64巳 it 

1 

^ 暗号キー 

0123456789 ‘ 


無篇設ち ユー f 



① 


② 

⑤ 


④ 


入力び完了したら「適用」をク U ックします。 


① ②③④ 






































(^国 WPA を設定ずる (Windows XP SPllU 降のみ) 


本製品で WPA を設定するには Windows XP Service Pack 1 降で、 Microsoft 社び提供する 
[Windows XP Wireless Protected Access ヴポート修正プ□グラム」びインストールされている必 
要びあります。また、ご使用の無線ルーターや無線アクセスポイントなどの通信相手側機器び WPA に対 
応していることをあらかじめ確認してください。 


「Windows XP Wireless Protected Access ヴポート修正プ□グラム」を入手するには Microsoft のヴ 
fe -:/ イトか5 Windows のアップデートを行うか、下の URL か！5ダウン□—ドしてくださし、。 (20 日4年4月現 
在） 

http :// www . microsoft . com / downloacls / details . aspx 7 FamilylD 二己 039 ef 4 a - 目1 e 0-4 c 44-94 f 0- 
c 2 日 c 9 de 0 ace 9 &displaylan 呂二 ja 

\- J 


1「スタート」一「コント□ールパネル」をク U ックします。 

2 「コント□-ルパネル」にある「ネットワークとインターネット接続」をク U ックします。「ネットワー 
クとインター ネッ 卜接続」び表示されていない場合は、画面左側の「カテゴ U の表示に切り替える」を 
ク U ックしてください。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをク U ックします。 

4 「ワイヤレスネットワーク接続」をちク U ックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

己「ワイヤレスネットワーク」タブを選択し、次のように設定します。 



① 


② 


① 「 Windows を使ってワイヤレスネットワークの設定を構成する」にチェックをつけます。 

② の K ] ボタンをク U ックします。 

6手順]〜4を参照し、「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面を開き、「ワイヤレスネット 
ワーク」タブをク U ックします。 
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7 「利用でさるワイヤレスネットワーク」の U ストから接続したいアクセスポイントを選択し、[構成]ボ 
タンをク U ックします。 



接続したいアクセスポイントを選択します。 


ク U ックします。 


• 家庭で利用する場含 （ WPA-PSK) 

次のように入力します。 



① 


② 


③ 


入力び完了したら [0 K ] ボタンをク U ックしま 
す。 


① 「 WPA - PSK 」 を選択します。 

③接続したいアクセスポイントに合わせて rWEPJ [ TKIPJ 「 AES 」 の3種類から選択します。 
③接続したいアクセスポイントと同じネットワークキー（共有キー）を入力します。 
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• 企業で利用する場台 (WPA-ESP) 


f \ 

国 轉社では Windows 2000 Server インターネット認証ヴービス( I AS ) で動作を確認しております。 


1次のように入力します。 



① 


② 


① 「 WPA 」 を選択します。 

③接続したいアクセスポイントに合わせて rWEPJ [ TKIPJ 「 AES 」 の3種類から選択します。 

2 「認証」タブをク U ックし、 EAP の種類を選択して認証の取得と設定を行ってください。設定手順は 
ご使用の環境によって異なりますので、個々のサービス担当者にお問い合わせください。 
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part3 


ューティリティーの画面について 



r 状態 J 画面 


画面右下のタスクトレイ（通知領域）にある ( 磕¢^¢ i 感感をダブルク u ックしてューティ u ティーを 
起動してください。 

「状態」タブをク U ックします。 



「状態」タブをクリックします。 


① 

② 

⑤ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 


項目名 

内 谷 

①接続先 

現在の無線接続先と MAC アドレスを表示します。 

③接続モード 

現在の接続モードを表示します。 

③チヤンネル 

現在使用しているチャンネル番号を表示します。 

④送信帯域 

現在通信中の帯域を示します。 

⑥暗号化 

暗号化されている場合は、そのタイプを表示します。 

⑥送信パケット量 

現在の送信データ量の累計値を表示します。設定はでさません。また、パソコンを 
再起動すると U セツトされます。 

⑦受信パケット量 

現在の受信データ量の累計値を表示します。設定はでさません。また、パソコンを 
再起動すると U セツトされます。 

⑧電波状態 

現在の電波状態をノ くーセンテージで表示します。 

⑨接続品質 

現在の電波の品質をパーセンテージで表示します。 
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r 設定 j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域)にある ( 谨遽感感感をダブルク U ックしてユーティ U ティーを起 
動してください。 


「設定」タブをク U ックします。 




「設定」タブをクリックします。 


が態[設走 I 高度な設走 I 設走:?ァイル I AP 検索||ち訊 I 


掉簡 


掉簡モード： 

[infrastructure (Access Point) 

占- 

に SID: 

jcorega 



チ t ンネル： 

と单ユリティ 

积 B 音号化ち如- 


fi- を巧入力： 
f 辛一 1: 
广 華 '-を 
广辛一3: 
广辛 一4： 


暗号化レバ;ル： 1日4 Bit T]— 


1012345678 


r 


OK 


Cancel 


適用 


項目名 

内 谷 

①接続 f ー ド 

本製品の接続 モー ドを rinfrastructure(Access Point )」 または「8日 2.1] Ad - 
Hoc に日 mputer - t 日- Computer )」 の2つの f — ドから選びます。 

② ESSID 

つないでいる相手の無線機器で使用されている ESSID と同じ文字列を入力します。 
※工場出荷時は 「 core 呂 a 」 に設定されています。 

③チヤンネル 

通信したいチャンネルを]〜]4の間で選びます。 ( Ad - Hoc モードの場合） 

④暗号化有効 

チェックを入れて、本製品にセキュ U ティーをかけることびでさます。 

⑥暗号化レベル 

64巳 it と ] 28巳 it の2種類から暗号レベルを選びます。 ] 28巳 it のほうびより高 
いセキュ U ティーをかけられることびでさます。 

⑥直接入力 

ラジオボタンをク U ックすると、キー]〜4までの暗号キー文字列を直接巧つこ 
とびでさます。 

⑦キ ー] 〜4 

入力したいキーナンノ く一のラジオボタンをク U ックして、入力します。 

つないでいる相手の無線機器と同じキーナンバー、文字列を入力してください。 


①②⑤④⑤⑥⑦ 
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r 高度な設定 j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある嶺資感をダブルク U ックしてューティ U ティーを起 
動して < ださい。 

「高度な設定」タブをク U ックします。 



r 高度な設定」タブをクリックし 
ます。 

① 

② 

⑤ 

④ 


⑥ 


⑥ 


項目名 

内 谷 

①伝送速度 

伝送速度を選びます。 「1 Mbps 」 に Mbps 」 「5. 5 Mbps 」 「1 ] Mbps 」 「自動選択」 
かの日種類から選びます。 

③省電カモード 

電力の消費を節約させるときに選択します。 「 Off 」 「省電力」「最大省電力」の3種 
類から選びます。 

③送信電力 

送信するときの電力を何％で行うかを選択します。 「 Auto 」 「1日日％」「7己％」 
「己日％」「2己〇/〇」「12.5%」 「 Minimum 」 の7種類から選びます。 

④プ U アンブルタイプ 

「 Auto」[Long Tx F ^ reamble」[Short Tx Preamble 」 の 3 種類から選びます。 
Auto ，‘， Short と Lon 呂を自動的に切り替えます。 

Long •••通信時のパケットごとに同じ量の情報を送るので、安定性びあります。 
Short •••安定性は下びりますび、通信速度は上びります。 

⑥パケット分割の 
しさい値 

決められたパケット容量 ( Byte ) を超えた場合、分割して送信します。 

※通常は変更する必要はありません。 

⑥ RTS/CTS 

しさい値 

RTC しさい値を設定します。ここで設定された値をこえるパケットを送信しよラ 
とするとさは、 「 RTS / CTS しさし M 直」のメ fU 部をク U ックして数値を決め、有 
効にします。 

※通常は変更する必要はありません。 
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r 設定ファイル」タブをク 
リックします。 



適用 


⑤ 


r 設定ファイル J 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある嶺資感をダブルク U ックしてユーティ U ティーを起 


動してください。 

「設定ファイル」タブをク U ックします。 


が態 I 設ち I 高度な誌ミに設定つアイル ll ; p 検索 I 憎訊 

i ちちつ了イル- 


設ちつアイルを 


j[corega-1 


巧な 


肖 IJ 蹄1 



が態： 


串斤し0設定を巧成します。巧巧して下さい。 


Cancel 


OK 


記走ち目 1 

記走内容 1 

巧続モード 

Infrastructure 

に SID 

corega 

送 f 言を域 

白旣迭巧 

チみネル 

6 

唁号化 CWEP) 

ち如 

入力お巧 

キ旣入力 

デ 7 ォルト WEP 辛一 

1 

おをカモード 

Off 

送眉巧力 

Auto 

プリ 7 シプル 

Auto 

バケツト分害帖 1 しきい値 

2432 

RTS/CTS しきけ直 

2432 


項目名 

内 谷 

①設定ファイル名 

設定するとさに、名前を入力します。 

ファイル名（英数半角文字日〜9、 a 〜 Z 、！ ’’ #$%&’（）* +，-./:; < = >? 
@[¥] A { M ~) で入力して「保存」ボタンをク IJ ックしてください。 

③保を 

⑥一覧表に表示されている設定を保存します。 

③削除 

保存してあるファイルを削除したいとさに、①「設定ファイル名」で削除したい 
ファイル名を選び、削除ボタンをク U ックします。 

④使用する 

保存してあるファイルの設定にしたいときに、①「設定ファイル名」で使用したい 
ファイル名を選び、[使用する]ボタンをク U ックします。 

⑥一覧表 

①「設定ファイル名」で表示されている設定ファイル名の設定内容または、現在の 
設定内容び一覧になって表示されています。 


①②⑤④ 
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「 AP 検索 J 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある端感感をダブルク U ックしてューティ U ティーを起 
動して < ださい。 

「 AP 検索」タブをク U ックします。自動的に検索を行い、利用巧能な接続先び表示されます。 


ちな記ちユー 



が態 I 設走 I 高度な i 滿 I i 滿 7 ァイル AP 検巧 I 博卽 I 


ESSID 


] MAC アドレス 


] チ t ンネル [ 巧却 t. I こ WEP 「モー I A 


llBHHHHHKBjmSSmHHHHHHHmHK - 


,V 


< 

が態 
完了 


再おを 


巧結 


0K 


Cancel 


適巧 


「AP 検索」タブをクリックします。 

この欄に利用可能な接続先が表示 
されます。 


① 

② 


項目名 

内 谷 

①再検索 

複数の接続先から接続したい接続先を探したい場合にク U ックしてください。新た 
に接続先を検索でさます。 

②接続 

U ストに表示された接続先を選択し、「接続する」をク U ックすると接続び開始さ 
れます。 


※暗号化されている場合は、「接続する」をク IJ ックした後、「設定」タブをク U ックし、接続相手に合わ 
せてセキュ U テイーを入力する必要びあります。 
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r 情報 j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある端遞^^感感をダブルク U ックしてューティ U ティーを起 
動して < ださい。 

「情報」タブをク U ックします。 

「情報」タブをクリックします。 


① 


② 



状態 I i 滿 I 高度な i 搞 I i 滿乃イル I AP 検索 I I 博 訊 I 




製品を 

C 日 -W に日 11V3 

ドラ■がーバージョン 

5.164.1124.2003 

7 ァーム ウ I アバージョン 

1.0.0.3 

MAC アドレ九 

XX-XX-XX-XX-XX-XX 





OK Cancel I 迪田 


項目名 

内 谷 

①八ードウ卫ア情報 

現在の本製品のノ くージョンや、 MAC アドレス等を表示します。 

②ユーテイ U テイー 
情報 

現在のユーテイ U テイ -の) くージョンを表示します。 
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MAC アドレスについて 


ご契約されているプ□バイダーやインターネットサービスによっては、インターネットに接続でさる機器 
を事前に申請する必要びあります。その場合、 CATV/ADSL f デムに直接接続するネットワーク機器（本 
製品も含むパソコンなど）の MAC アドレスをプ□バイダーに対して事前申請してください。 

本製品の MAC アドレスは本体裏面に記入されています。 
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おことわり 


-本書は、株式会社コレガび作成したわので、全ての権利を弊社び保有しています。弊社に無断で本書の 
一部または全部をコピーすることを禁じます。 

-予告なく本書の一部または全体を修正、変更することびありますびご了承ください。 

•改良のため製品の仕様を予告なく変更することびありますびご了承ください。 

•本製品の仕様またはそのご使用により発生した損害については、しぶ^なる責任も負いかねますのでご了 
承ください。 


◎2 日日4株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
その他、この文書に掲載しているソフトウエアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商標または登 
録商標です。 


2日日4年己月 Rev.A 初版 


27 



